
 

東洋療法推進大会 in 京都・65 周年記念式典 実行委員参加報告Ⅱ 

先月号に続き、実行委員からの参加報告を一部掲載いたします。 

実行委員氏名（敬称略）朝田聖二・西島登貴子・森孝太郎・田口幸三郎・田中光博・北川忠史・ 

江田元一・山内敏司・北田義博・大町賢・足刈辰雄・吉舎定良・山﨑宣彦・辻村猛・戸中照之・ 

内山康子・川口隼子・樋口恵美・谷内亜由美・寺阪沙織 

大会プログラム 

９月２４日（日） 

12：00 ～ 1．開会式 

12：40 ～ 2．特別講演「iＰＳ細胞による網膜再生とロービジョンケア」 

理化学研究所 網膜再生医療研究開発プロジェクト 仲泊 聡先生 

14：20 ～ 3．スポーツ事業委員会「2020東京オリンピック・パラリンピックに向けて」  

              4.  AcuPOPJ 「国民のための鍼灸医療推進機構の活動報告」 

5．保険推進委員会①「いわゆる『不正請求対策』における対応について、及び受領

委任制度導入後の取り扱いの変化について」 

16：00～  6．京都府師会「京都府鍼灸マッサージ師会の活動紹介」 

7．災害対策委員会「熊本地震災害医療派遣の報告」 

8．保健推進委員会②「あはき療養費の中長期展望を考える」 

17：40～  9．京都府鍼灸マッサージ師会 65周年記念式典 

18：30～ 10．懇親会 

 

iPS 細胞による網膜再生とロービジョンケア 

  仲泊聡 先生 

 



9月 25日（月） 

19：00～ 11．学術委員会「臨床発表」 

12．無資格対策委員会「どうなる？あはきの広告規制－その意義と意味について－」

10：00～ 13．地域健康つくり委員会「総合事業の実際－事業に関わるために－」 

14．視覚障害委員会「視覚障害あはき師の現状と未来」 

12：20～ 15．閉会式 

総括：朝田 聖二 

全国大会を京都で開催することは理事会承認が必要です。理事会での決議には理事の苦渋の決断

がありました。現状の京都府師会での開催は厳しいのではないかと言う意見もありましたが、多数

決に微妙な差で受ける事なりました。 

全鍼の主催ゆえ京都府師会は何をしなければならないのか、不安か

らのスタートでした。 

会員等に実行委員を募集、推薦と合わせて東洋療法推進大会現地実

行委員会を立ち上げました。会場探しから始まり、基調講演の講演

者探しは人脈を使い交渉、分科会に京都府師会枠を交渉、６５周年

式典を盛り込みたい旨を全鍼側に交渉、紆余曲折はありましたが、

地元開催でもある京都府師会をアピールしたい思いが通じて全て実

現する事が出来ました。 

その間、全鍼理事改選で事業局担当者交代、田口副会長入院と重

なり、気持ちの変化に本当に出来るのだろうか、今思うと一つ一つ

乗り越えた事で絆が強くなり、一つの目標達成に纏まっていく我々の姿がありました。 

大会では基調講演は京都らしい先端医療、分科会においては保険局の時間を増やし、視覚障害委員

会や地域健康つくり委員会では今後を考える内容、臨床発表では驚きの研究者、どれも未来を見据

えた分科会となりました。 

みんなでやり抜いた感あり、今後の斯界、京都府師会の未来に期待が見えた大会でした。 

 

 

大会開会式の模様 



東洋療法推進大会ｉｎ京都大会に参加して：田中 光博 

 誘導委員として２日間、来場者の館内誘導を担当しました。リーガロイヤルホテルは広く、来場

手段はエレベーター・エスカレーター・階段とあり案内誘導は、なかなか大変でしたが、来られる

方のお顔を見ながら行う担当なので楽しく務める事が出来ました。 

一日目は多くの京都府鍼灸マッサージ師会会員とご家族様、各県師会の先生、ご来賓の皆様方や

私が以前参加した全国各地の大会や勉強会で知り合った方々が京都にお越し頂き、久しぶりにお出

会いする事が出来ました。 

二日目は京都仏眼鍼灸理療専門学校・盲学校の協力により多くの生徒さんに参加して頂きました。 

今回、多くの方々の参加により東洋療

法推進大会 in 京都が成功裏に終われた

のは皆様のお陰です。誠に有難う御座い

ました。これからも皆様のご協力とご指

導・ご鞭撻を宜しくお願いします。 

 

外部誘導：吉舎 定良  

９月２４(日)・２５(月)リーガロイヤ

ルホテル京都において東洋療法推進大

会 in京都が開催され、５５５名という

多くの先生方のご参加を頂きました。私は実行委員として外部誘導を主に担当し岩田・上田・辻川・

久保・伊関・中神・中井・友田各先生方と仏眼鍼灸理療専門学校の生徒さん８名にご協力頂きシャ

トルバス乗り場・京都駅の５箇所全ての出口・２階大階段降り口・郵便局本局から塩小路通りへの

曲がり角にビブス着用、のぼり(６本)を持って待機・誘導をお願いしました。学生さんは１２時まで、

先生方は１２時半までと開会式や仲泊先生の特別講演に遅れるにもかかわらず各先生方気持ち良く

ご協力下さいました。改めてここに厚く御礼申し上げます。 

皆さんのお陰で大きな混乱や事故も無く眼のご不自由な先生方への内部誘導もスムースに繋げら

れました。 

誘導全体責任者の全鍼廣野副会長からも京都府師会の皆さんには大変お世話になりました。有難

うございますと、お褒めの言葉を頂きました。この多くの参加者による大成功をバネに更に京都府

師会を発展させて参りましょう。 

 

特別講演：戸中 照之 

第 16回東洋療法推進大会 in京都での特別講演に理化学研究所網膜再生医療研究開発プロジェク

トの仲泊聡先生をお迎えして「iPS 細胞による網膜再生とロービジョンケア」と題してお話頂きま

した。iPS細胞は皆さんご存知のように京都大学の山中教授が 2012年にノーベル生理学・医学賞

を受賞された研究です。 

今回のお話で大切な点は、iPS 細胞を用いて加齢黄斑変性の患者さんの網膜再生をしても健常者

のように見える訳ではないという事です。これを“ロービジョン“と呼び、仲泊先生達は神戸にア

イセンターを建設され、臨床・研究はもとより情報発信の拠点として考えられています。ロービジ

ョンケアとして術後も視覚がご不自由な方々への就労支援など既存の支援施設と協力し合いサポー

ト出来る様に奔走されています。私達、按摩・マッサージ・指圧・鍼・灸業界の今迄の実績を認識

いただき、大切な選択肢の一つとして協力関係である事をお話いただきました。 



 スポーツ事業委員会「２０２０東京オリンピック・パラリンピックに向けて」：北川忠史          

分科会に参加した感想として、一番大変なことは人材確保。いつ、誰が、どこで、何をするかと

言う問題。朝７時から夜１１時まで２交代制で対応する。ボランティアの人数は３００名必要。ま

だ、具体的なことはなにも決まっていないようですが、ボランティアはオリンピックの前のキャン

プ時から必要。ということは各県師会がバラバラで活動するのか全鍼が指揮を執るのかはまだ不明。

参加する鍼灸マッサージ師の技術の問題。国際大会の経験。英語力。すべてが問われる。もちろん

セキュリティーも。選手村のセキュリティーは相当厳しいらしい。あと３年でどうなるか注目した

い。 

オリンピックの話の後に出たのが読売巨人軍沢村拓一投手の問題。私はこの話の方が興味を持っ

た。沢村投手が球団トレーナーから鍼治療を受けて長胸神経麻痺を起し、球団が本人に謝罪した。

このニュースは最初はスポーツ紙とネットだけだったのが、全鍼を含む鍼灸関連団体が巨人軍に対

して公開質問状を提出したことにより、一般紙でも取り上げられるようになった。現時点（１０月

７日）ではまだ巨人軍から回答が出ていないので、今後の動向に注目したい。 

 

AcuPOPJ（国民のための鍼灸医療推進機構）『組織体制及び実施事業の紹介』に出席して：辻村 猛 

私は全国からの参加者の会場案内係をしていた関係で、AcuPOPJ の講演が始まって１５分ほ

ど遅れて入場した関係もありレジュメも何もなく聞きましたので記憶を頼りに。 

まず、AcuPOPJ とは？インターネットで鍼灸を紹介するためのサイトを作る目的で、鍼灸マッ

サージ師会・鍼灸師会・鍼灸学会・東洋療法学校協会の４者が協力して作った任意団体です。 

これは後日調べました。 

発表内容は１）ネットのサイト立ち上げ後のアプローチの現状、２）卒後教育の開催、３）WHO

の取り組みの概要でした。 

１）鍼灸とは？  世界での鍼灸の情報とニュースを取り上げていて、確実にサイトを訪れる回数

が増加しているとの事でした 

２）若い？ 鍼灸師の卒後教育を数年前から有料で始めた、会場は東京と大阪で来年から札幌でも

行う。 

３）WHOが鍼灸治療方法の標準を定めたが強制力はない。ざっくりですが以上の内容でした。 

私の意見としては 

１）あんまマッサージに関しては一言も触れられていない、鍼灸のみで問題あり。 

２）卒後教育の講師は１０年以上の経験者との事。“たった１０年では奥深い鍼灸の入り口しか極め

られていないので少なくとも２０年以上の

経験者を講師とするべきと考える”と話し

たら、将来的にはそうしたいとの回答でし

た。 

３）WHOの基準に対して。 

今、WHOのトップは中国人である。ま

た中国では西医と中医の制度が有り共に医

者である。中国・韓国・フランスでは太い

鍼を使用し、刺鍼方法が日本と違う。全く

ベースが違うのを棚に上げて、世界基準を

作り押し付けている現況に対してどう考えるのかという私の質問に関しては回答無しでした。 



 災害対策「熊本災害」の分科会発表報告：山内 敏司    

今回の東洋療法推進大会 in京都では、全鍼師会の災害対策委員会より依頼があり、昨年の熊本地

震での災害ボランティアの経験に対して、初動が早かったことが評価され、その報告をさせていた

だきました。演者は小生の「初動」に対しての発表、初動の災害ボランティアを実施するにあたっ

ては、日本における災害時派遣医療チーム(DMAT)の研修を必ずしも履修する必要はせず、少しの

善意と勇気、被災者に対する想いと行動で被災者の力になれるということを聴講にきていただいた

方々に訴えてきました。 

ほか３名の先生方からは、「避難所においての継続的なケア」「視覚障害者がケアに携わること」「被

災地側の受入れ」を発表され、これは「マッサージ」だけに特化された活動ではなく、「鍼・灸」も

需要があるということ、それぞれの発表で災害に対するケアの展開がなされる構成であり、大変勉

強になりました。 

 

熊本地震災害医療派遣の報告：北田 義博 

東洋療法推進大会の京都大会で災害対策委員会の「熊本地震災害医療派遣の報告」を拝聴しまし

た。委員長が福岡県鍼灸マッサージ師会の仲嶋隆史先生で京都府鍼灸マッサージ師会から山内敏司

先生、大阪府鍼灸マッサージ師会から秦章先生、山口県鍼灸マッサージ師会から林和俊先生、被災

地の熊本県鍼灸マッサージ師会から高橋武良先生から順次、ボランティアの講演がありました。 

京都府の山内先生からは初動から準備・各機関への連絡・被災地での活動（被災後としばらくして

からと２回のボランティア施術）を写真などで解りやすく説明いただきました。しかしながら全鍼

との連携がうまくいかずに現地にボランティアに行くまでに苦労されていた点については全鍼とい

う上部団体が残念でした。今後、災害などでボランティア派遣をする上で全鍼がスムーズにコーデ

ィネートしていただけるか？心配です。 

大阪府の秦先生は被災者の施術だけにとどまらず被災住民と共同でのサロン（地域での繋がりを

深める自主活動）が健康維持だけではなく、相談の場所やふれ合いに期待できるとお話いただきま

した。長い支援での活動に参考になりました。 

山口県の林先生から視覚障害者が出来るボランティアのお話は晴眼者でもなかなかボランティア

に行けないのに視覚障害者でも行くことができることをお聞きして林先生のパワーを感じました。 

被災地の熊本県の高橋先生からは震災の状況からボランティアの参加状況など細かくご報告いただ

き、受け入れる側の大変さを知りました。有資格者ですらボランティアに入ることへの大変さも知

りました。高橋先生のお話でマスコミでは伝わらないリアルな現実を知ることが出来ました。今後、

被災地での鍼灸マッサージ師の活動を行うことを継続して行うには人と経済的な支援が必要だと教

えられました。 

当会でも災害支援する基金や寄付などを少しずつ行うことでこれから起こりうる災害（東南海ト

ラフ地震など）に対応する必要性があるのではないか？と感じました。 

最後に鍼灸・あん摩マッサージ指圧の技術は治療だけでなく、心のケアを出来ると再認識させてい

ただきました。災害ボランティアに協力されました先生方に感謝申し上げます。 

保険推進委員会①「いわゆる『不正請求対策』における対応について 

   及び受領委任制度導入後の取り扱いの変化について」：江田 元一 

この分科会では、往田保険局長より長年の懸案であった「一部負担金でかかれる制度」「あはき療

養費の受領委任制度の導入」に関し厚生労働省療養費専門検討委員会での議論、保険者や担当官と

の協議についても報告があり、６月の通知で１年以上・月１６回以上の施術は「継続理由・状態記



入書」の添付が義務付になった経緯として健保組合や協会けんぽを中心に

「回数や期間制限」の要望があったこと、厚労省も「長期・頻回」の明確

な定義は示されなかったこともあるが「記入書」で検証していく方針のよ

うである。この記入書の記載が面倒くさい、煩雑になる等の理由で意図的

に施術回数を１６回未満に減らすことになると本来必要でない施術を行

っていたとみなされる。また、厚労省では、全国的に施術回数及び件数を

把握しており、この「記入書」によって件数や回数が減少するようなこと

があれば今後に大きな影響を与えることになると強調された。つづいて

「記入書」の書き方については「あはき施術が必要な理由」は書かれてい

るが「なぜ１年以上１６回以上の施術」を必要としたのか客観的理由、施術者の専門性という立場

で書いていただくよう要請。記入については数件の例を挙げて説明があった。重要なことは１６回

以上施術が必要な患者像を記入することで支給申請書の中で分からなかった施術の必要な事例が集

まることも重要だと厚労省は言っている。 

また、制度導入を前提とする「不正請求対策」について厚労省の工程表にもあるように（１）患

者本人による請求内容の確認の徹底として申請書確認や明細型の領収書発行を義務付けすること

（２）医師の同意・再同意では口頭同意の文書化、医師への報告書提出の義務化（３）長期・頻回

施術の必要性と患者の状態記載等（４）往療については往療不正の適正化、施術順位記入と合わせ

て包括化の検討（５）審査体制、指導監督の仕組み等検討が行われており、今後も保険者、厚労省、

業界団体との制度設計に向け調整と攻防が続くと報告があった。 

保険推進委員会②の分科会では、「あはきの療養費」の中長期的な展望を考えるシンポジウムが行

われた。ここでは、あはき師の未来に関わる課題として熱い議論が交わされた。 

同意書と療養費問題では同意書発行の定義が「医師による適当な手段のないもの・・・。」の考え

方。あはき施術をより医療として認めさせることが重要だが、療養費から療養の給付になるのがい

いのか、医療機関でのあはき施術の行く末をどう考えるか。開業あはき施術者は生きていけるのか。

施術料と往療料の配分論議。マッサージと鍼灸の療養費問題は個々に検討すべきか否かなど多岐に

わたる課題の整理が求められる。 

今後、あはき師の未来を見据えた議論を各師会でもすべきであろう。 

 分科会 京都府師会活動紹介報告：江田 元一 

 京都府鍼灸マッサージ師会の活動を全国に伝えようと特別枠の分科会がスポーツボランティア、

無資格対策、災害対策の活動と三つの演

題で行われた。「スポーツと鍼灸マッサ

ージボランティア活動のあゆみ」では、

スポーツ系ボランティアとして京都マ

ラソンの取り組みが紹介された。施術ブ

ースが年々大きくなったこと、無資格施

術は全く行われないこと、外国人対応の

通訳ボランティア設置、通年のアンケー

ト調査とその分析結果の報告とともに

施術者への結果返しなども報告された。

近年、京都市の対応も変化し市長も激励

に来場されるようになったことなどが



報告された。「無資格対策」では行政との定期協議開催や保健センターへの要請など具体的な活動が

紹介され全国に発信された。「災害対策の取り組み」では京都府師会の福知山水害や熊本震災ボラン

ティアの経験を踏まえ地域災害対策コーディネーター研修を他団体とともに開催し継続しているこ

と、最終的には京都府との災害協定も目指す取り組みとして報告された。 

大会終了後も全国から資料提供や問い合わせが続いている。京都発信の声は全国に届いています。

報告担当の先生方ありがとうございました。 

 

(公・社)京都府鍼灸マッサージ師会６５周年記念式典報告：大町 賢 

 第１６回全鍼師会大会の１日目の夕刻、分科会と懇親会の間に、公益社団法人京都府鍼灸マッサ

ージ師会６５周年記念式典が開催されました。出席者は本会の会員など約５０名でした。田口幸三

郎副会長の開式のことば、朝田聖二会長の式辞に続いて、永年に渡り、

本会の発展にご尽力されました２３名の先生方を代表して福山純一

先生に、朝田会長から感謝状と記念品が贈呈され、同先生から謝辞が

述べられました。続いて、足刈辰雄、白畠庸、髙野實の３名の歴代会

長から会長当時の思い出や、これからの本会に望むことなどをお話し

いただきました。そして、田中副会長の閉式のことばで式典は終了し

ました。この記念すべき６５周年の年に、全鍼師会大会を開催し、成

功裏に終了したこと、その多忙な中で、短時間とはいえ、６５周年記

念の式典を開催できましたことは本当に喜ばしいことであったと思

っています。ただ、私は一つ大変残念なことがありました。私が記憶

している範囲で、この式典の中で会長はじめ、各先生方から、本会の

創設者であり、４０年以上に渡って会長を努められました関野光雄先生のお名前が出てこなかった

ことです。 

 関野先生をはじめ、同士の先生方が発足当時に持っておられた理想や会を育ててこられた業績は

本会の大きな財産であり、会員の世代交代が進み、会の活動の場が広がり、あるいは変わったとし

ても、次の世代へ受け継ぎ、語り継いでいかなければならないものだと思います。この点、執行部

の先生方、よろしくお願い申し上げます。 

 最後に受賞されました２３名の先生方のお名前を紹介して結びと致します。 

 

永年会員（７５歳以上）・功労表彰者氏名（敬称略） 

足刈 辰雄、足立 伸郎、上地 悦信、大橋 僖久枝、岡 寛、小原 欽一、木村 公一、 

久保 三德、白畠 庸、髙野 實、土橋 勲、並木 道則、西澤 稔、葉賀 トミエ、 

福山 純一、文堂 直治、増井 洋元、松尾 洋美、松隈 ハル子、松村 ヨシ子、 

眞野 吉仁、村田 源一、森田 力 

 

 



 

東洋療法推進大会 in 京都・懇親会の様子：西島 登貴子 

 懇親会は京都らしくオープニングには芸妓さんによる祝舞『君に扇』にてスタート致しました。(

公社)全鍼師会・伊藤会長の挨拶の後、北海道よりご臨席頂きました衛藤晟一議員の挨拶、そして京

都府師会・朝田会長による乾杯のご発声の後には舞妓さんと芸妓さんによる歓迎の舞『祇園小唄』

を披露して頂き、終了後は各テーブルを回って頂きました。参加された皆様はとても感激しておら

れました。協同組合の堀先生による協力業者様のご紹介が終わると、串田陽子トリオによるジャズ

演奏を聴きながら和気藹々とお食事を進めな

がら皆様との交流を深めました。宴たけなわの

タイミングでは伊藤会長から杉田前会長への

感謝の言葉が贈られました。三本締めは次期開

催地の鹿児島県師会の松元健一会長をはじめ

鹿児島県師会の皆様が務めてくださり、最後は

往田副会長の挨拶にて無事終了しました。私も

総合司会という良い体験を積ませて頂きまし

た。有難うございました。 

 

懇親会報告：足刈 辰雄 

京都の行動が未来を創する。延べ１２００名超、全国各地から向学意欲旺盛な業友が東洋療法推

進大会京都大会に参集し真剣に取り組み、実りある収穫を得たことであろう。 

特に今大会では各プログラム総てが予定時間通り無駄なく消化。関係者及び参加者一同が快感、

その後、勉学の疲れを払拭する懇親の宴、業友同志が人脈を計り保つ絶好の機会、あの広い会場の

隅々まで見渡せない程の満席。 

 西島（元京都府師会）氏の司会進行の下、オープニング舞台に照明が祇園の舞妓はんによる「祝

舞」続いて、開宴の辞、全鍼師会伊藤会長、開催県の京都を褒め称える。次にご来賓、衛藤晟一国

会議員の祝辞の中で舞妓はんの舞に大感激。開催県師会朝田会長より乾杯の発声、声高らかに杯を

(公社)京都府鍼灸マッサージ師会６５周年記念式典記念写真 



捧げる。再度、舞台で芸妓はん舞妓はんによる「歓迎の舞」何れも会場から多くの先生方が舞台際

に駆け寄り、カメラ、スマホの光線、芸妓、舞妓、付き添い７名は、ＪＡＺＺバンド演奏（軽音楽）

の中、各テーブルへと個々にご挨拶とお相伴、その都度、各先生方とカメラに納まりながら、次々

とテーブルを回る等、長時間、地方からの先生方に京都の文化を披露した。 

広い会場は歓談と交流と記念フラッシュの一挙両得で明日への活力を養う華やかな雰囲気で和む。 

ある全鍼師会員はまだまだ余韻の中、来年は鹿児島、再来年は京都でお会いしましょう（笑） 

 ２９年度の東洋療法推進大会 iｎ京都は大盛況であった。 

 

無免許対策委員会の「どうなる？あはきの広告規制－その意義と意味について－」：山﨑 宣彦 

無免許問題については、関心が高く、１００席以上の席が満席となっていた。 

厚生労働省医事専門官、全鍼の法制局による「医療に関する広告規制の見直し」について説明が

あり、あはき、柔整、及び無免許者（業者）の広告について、来年１月以降、ガイドラインの検討

に入ると報告があった。特に柔整の広告が問題となっていると指摘されていた。 

会場からの質問、意見については、あはき資格者

の広告について、規制緩和を要望する内容が多く、

それについて、全鍼からは規制緩和を要望すること

で進めていると報告があった。 

無免許者の広告については、厳しい指導を要望する

意見が多くあった。 

参加した感想として、現在、広告の指導について

は、各都道府県の裁量に託されています。会場の意

見を聞くと、同じ内容の広告でも、指導する県、しない県と温度差が生じていると感じました。全

国で統一した指導が行われるよう今回のガイドライン作成に期待したい。 

 

地域健康つくり委員会報告：吉舎 定良 

東洋療法推進大会 in 京都２日目  

１０時４０分～１２時１０分春秋①の間で「総合事業の実際～事

業に関わるために～」が開催されました。司会に臼井先生、座長は

小川学術部局長により群馬県狩野委員長、三重県師会伊藤先生、埼

玉県長嶺全鍼理事ら３名のパネリストにより地元で実際どのよう

な事業に参入されておられるか具体的な事例と共に発表されました。各先生共に大事な事として 

※個人で行わず、師会のバックアップを受けるか 何人か組んで行うこと。※色々考えず、まずは実

行する前提で行政に 企画を持っていくことを主張されておられました。 

私も京都師会の地域包括ケア委員長として多くの先生方と結び付き、地域に貢献していこうと決意

を新たにしました。 

地域包括ケアにご興味ある先生はどうぞご連絡下さい。 

視覚障害委員会 「視覚障害あはき師の現状と未来」：田口 幸三郎 

あはき業は、視覚障害者によって伝承され、発展してきた。 

人の手による施術は、いつの時代にあっても、人間の根源的な生の存在をはぐくみ、福祉の根幹と

なっている。その先人となり、いしずえを築いてきたのが、視覚障害者の業務であり、またそれは

視覚障害者にとっての生きがいでもある。 



現在、このあはき師の免許を持った視覚障害者数で現状の必要数はま

かなうことは出来る。しかし、その実態は、視覚障害者以外の者が増大

し、視覚障害者の就職率が激減している。その原因に「害がなければ誰

がやってもよい、職業の選択は自由である」と訴える業者がいる。しか

し、あはきは医業であり、専門教育を受け国家免許を取得するのは当然

である。また養成施設の過剰乱立は、

視覚に障害を持つあはき師の生活

権、生存権を奪うことにもなる。 

今後、視覚障害者は法的施策の改

善を求めると同時に、患者の満足度を上げるための努力を惜し

まず、経営の変革も考え自己研鑽に努めなければならない。 

現在、伝承発展してきたあはきを無形文化財として世界文化遺

産の登録を目指している。 

東洋療法推進大会に参加して思うこと：川口 隼子 

 今回は京都に於いて、全国から５００人以上の先生方の参加があり、盛大に会が行われ、無事に

２日間のプログラムを消化できたことに心から感謝しています。地方から来られた先生方の研究発

表を拝聴して、自分の治療と比較して参考にするべき点も多く見つけることが出来ました。 

 また、今回のメインテーマであるｉＰＳ細胞についても深く知ることができて、患者さんとの中

身の濃い会話ができることは治療師にとってありがたいことです。また、懇親会では懐かしい旧友

とも出会うことができ、お互いに成長した姿を確認し、昔話に華が咲きました。 

 京都府鍼灸マッサージ師会６５周年の記念式典は、これまで功績を積み重ねてこられた先生方の 

表彰式が行われ、長年の治療師としての業の行いに、立派だなあと感動いたしました。短い２日間

でしたが、大変有意義な時間を過ごすことができました。合掌。 

 

東洋療法推進大会に出席して：内山 康子 

今回は主催が公益社団法人全日本鍼灸マッサージ師会、共催が公益社団法人京都府鍼灸マッサー

ジ師会であったため、各都道府県から著名な先生方に御出席賜り有意義な時間を過ごすことが出来

ました。眼科医でありながら、脳神経・心理学・視覚など総合的に研究されておられ、研究・治療・

ロービジョンケア・リハビリ・社会復帰を一気通貫で解決することによって視覚障害者の社会復帰

を進められている「公益社団法人ネクストビジョン」の理事として、「全国視覚障害者情報提供施

設協会」と言う点字図書館の全国組織の理事としても精力的に活動されておられる、仲泊先生の特

別講演を拝聴することが出来ました。懇親会は白畠 庸先生の隣席でした。筑波技術大学大学院の

教授で、「一般社団法人 日本東洋医学系物理療法学会」

会長の緒方昭広先生が先輩である白畠先生に挨拶に

いらした際、一緒にご歓談させて頂く事が出来ました。

質問にも丁寧にご回答頂けたことは、此れからの治療

に活かさせて頂きたいと思います。会員の皆様、ご多

忙とは存じますが、著名な先生方とお近づきになれる

機会がございます。是非次回の全国大会でお会いでき

ることを楽しみにしております 

                          

大会旗が鹿児島へと引き継がれました。 



京都大会参加 他府県師会便り 

伊東市意見広告について：戸中 照之 

先日、SNSにて静岡県伊東鍼灸マッサージ師会が無資格者対策

として地元紙に意見広告を掲載された事を知りお尋ねしたところ、

当会が京都新聞に掲載されたことを知り参考にされたとお聞きし

ましたのでメールにて詳細を静岡県鍼灸マッサージ師会免許制度

委員であり、伊東鍼灸マッサージ師会会長であられる宮北隆司先

生にお伺いいたしました。 

Ｑ1.どのようにして京都の無資格者対策の意見広告をお知りにな

られましたか？ 

Ａ1. SNS で京都府鍼灸マッサージ師会の意見広告を見かけま

して、朝田会長に連絡しましたところ、参考になる書類を快くお

送りいただきました。 

Ｑ2.伊東市の無資格者の現状をお教えください。 

Ａ2.伊東市の第 3 セクターである道の駅の温泉施設に整体・エステ…、ホテル・旅館でも同じく整

体・エステ…市内にもほぐし処やボディケアなどがあります。 

Ｑ3.伊東市での今迄の無資格者対策があれば教えてください。 

Ａ3.市役所が関連していればその都度説明して、次回から取り扱わないようにしてもらっています。

保健所・警察にも顔を出しております。 

Ｑ4.意見広告を出されるにあたっての問題点があればお教え下さい。 

Ａ4.特にありませんでした。無免許業者から 1 件投稿がありましたが消去されていました。今後も

SNS で拡散していくつもりです。 

最後に「京都府鍼灸マッサージ師会は私達の手本です。一致団結して頑張っていきましょう！！」

…と激励のお言葉をいただきました。 

当会の活動が全国に広がっていく事は大変嬉しく思います。    

 

以上、東洋療法推進大会 in 京都・65周年記念式典 実行委員参加報告Ⅱでした。 

次月は臨床報告その他を予定しています。 

医療推進協議会のイベント 

「京都・健康と福祉のひろば」に参加して 

１０月１日、医療推進協議会のイベント「京都・健康と福祉のひろば」に参加しました。テーマ

は「あらためて考えよう国民皆保険制度」と銘打たれたこのイベントは、京都市勧業館「みやこめ

っせ」にて開催されました。 

秋の運動会シーズンに係る時期の開催となり、例年に比べて来場者の足は重かったように映り、

我が鍼灸マッサージ師会のブースに立ち寄る方がまばらでしたが、アンパンマンのショーが始まる

11時頃から徐々に増えてきました。 



ブースでは「小児鍼ってどんなことをするの

ですか？」「ひきつけを起こす子には、鍼やマ

ッサージは効果ありますか？」などの質問に答

えていました。 

午後からは石倉先生と足刈先生も差し入れを

持参いただきながらブースのスタッフとして

ご協力いただきました。 

 

参加者：足刈、朝田、石倉、江田、木村、山内

（50音順敬称略） 

【

                              【洛中ブロック 山内 敏司】 

第５１回白杖安全デー式典 

10月 8日「第51回白杖安全デー」の式典が京都府立盲学校で開

催されました。 

門川市長の挨拶、200名の参加者で行われ、啓蒙活動や街中での視力

障害者への声かけが発表された友好協力団体の京都府視覚障害者協会

の主催によるもので毎年、開催されている。  

【洛中ブロック 朝田 聖二】 

 

 

府市民健康教室の報告 
１０月12日南区老人センターで健康講座を行いました。 

講座の題名は「誰でも気軽にできる痛くない関節ストレッチ」、参加者

は20数名で、健康への意識の高い方が多かったと感じました。 

今回のテーマは、関節ストレッチというやり方で自分でできる関節治

療のセルフケアをお伝えしましたが、普段からいかに自分の身体と向き

合って、毎日コツコツ身体にいいことができるかの心構えについて、お

話させていただきました。 

人間は忘れる生き物である。いいことはルーティーンにして、生活の

中にしっかりと根付かせないと意味がないことを裏テーマとして、お伝

えしました。 

その後の会館での懇親会で、吉舎先生から地域包括センターのボラン

ティア活動のお話を伺い、自分のできる範囲でいいとのことで、ボランティアの意義に感銘を受け

ました。これからも、自分でできる範囲で、お手伝いできたらという気持ちになることが出来たこ

とに自分でもびっくりしています。                            

【洛中ブロック 中井 尚】 

 

 



 

法 制 だ よ り    今月の報告 

 

１．指導要請 

（１）京都市 医務衛生課へ８件 

  無免許者による違法広告 ２件 

  有資格者による違法広告 ６件 

（２）中丹東保健所へ１３件 

無免許者による違法広告、違法業務 ５件 

無免許者による違法業務 ６件 

有資格者による違法広告 ２件 

（３）中丹西保健所へ１件 

  無免許者による違法業務 １件 

   

２．はり・きゅう・マッサージ相談ダイヤル 

  １件 相談内容 無免許者による健康被害 

 

３．柔整関連 

９月４日、厚労省から各都道府県に「柔道整復師の施術に係る療養費について」の一部改正に

ついての通達があった。 

改正項目には、違法広告について、重なる行政通達を受けた者も、受領委任が出来なくなる内

容が追加されている。 

 

４．あはき柔整、及び、無免許者の広告に関するガイドラインについて 

厚労省は、広告に関するガイドライン等の作成に向け、各都道府県に調査依頼を行っているこ

とを受け、本会から京都市、京都府へ要望書、及び、現在までに提供があった違法広告を提出。 

  京都市役所へ：１０月５日（木）医務審査課３人、本会：森、山﨑 

要望書の説明、及び、無免許者対策協議を行った。 

京都府へは郵送にて提出した。 



 

お 知 ら せ 
 

 

第３回生涯教育講座開催のご案内 
 

平成２９年度第３回生涯教育講座を下記の通り開催しますので、会員の皆様には万障お繰

り合わせの上、ぜひご出席いただきますようお願いいたします。 

スポーツケア講座（基礎医学４単位 臨床４単位） 

日 時 １１月１２日（日）  ９：００～１６：１０   

場 所 京都市北区紫野花ノ坊町１番地 

京都府立盲学校 理療室 

午前の部 テーマ 「陸上長距離・マラソンスポーツ障害理論 」  

午後の部 テーマ 「陸上長距離・マラソンを中心としたスポーツマッサージ実技」 

  講 師  メディカル＆スポーツマッサージ洛楽治療院  

       京都アスレチックマッサージ研究所 

院長 高岡 雅弘 氏 

  定 員  ３０名 

  応募締め切り １１月９日（木）               

  受講料  会員・学生 各講座５００円  一般 各講座１０００円 

応募方法 受講希望の方は本会事務局まで電話または FAX にて 

     所属ブロック、氏名、使用文字を知らせて下さい。 

電 話  ０７５―８０３―６０７８ 

F A X  ０７５―８２１―２３９０ 

  ※参加者用の下駄箱が有りません。靴袋を持参して下さい。 

 

 

イベント参加者・協力者募集 
 

 

■ 洛東ブロック 
ふれあい山科区民まつり参加協力者の募集 

 

洛東ブロックでは、「ふれあい山科区民まつり」の参加協力者を募ります。 

内容：マッサージ体験コーナー及び鍼灸マッサージ相談コーナー 

日時：１１月２３日(木曜、祝日)   １０：００～１５：００ 

場所：山科中央公園(山科中央郵便局、向かい側) 



シフト：全日・午前のみ・午後のみ(都合の良い時間帯をお知らせ下さい) 

その他:交通費・手当・昼食有り 

宜しくお願い致します。                

  【洛東ブロック 大堀 尚代】 

 

■ 洛西ブロック 
西京区民ふれあいまつり協力スタッフ募集 

 

日  時：１１月１８日（土）  １０：３０～１５：００ 

会  場：京都市西文化会館ウエスティ及びウエスティ駐車場内 

活動内容：パイプ椅子による座位での無料体験マッサージ（１人１０～１５分程度） 

※申込時に参加可能な時間帯をお知らせください。 

※屋外イベントの為、雨天の場合中止の可能性があります。 

 

申込・問合：洛西ブロック長 久保  

 

＜広報部からのお知らせとお願い＞ 

■ 会員情報、交流、意見交換の場としての「会員掲示板」 

  会員の奮闘記でも、治療に関する疑問や悩み、有効事例、症例検討、制度問題などでも結構

です。会員の節度ある掲示板を展開しましょう。投稿募集中！！ 

【広報部】 

 

 


